
 
 
 
 
平成28年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 
 

 
 
 
 

修正の理由 
 売上高は、中国経済の停滞から電子事業におけるＦＡ売上の伸び悩みにより、僅かながら計画を下回る見込みです。利
益面ではグループ内組織再編（注）を機に、事業の選択と集中を更に推し進める中、事業計画を見直し、光学事業のプロジ
ェクター部品および電子事業における自主企画製品の評価を保守的に見積り、当第4四半期会計期間にて301百万円の棚
卸資産の評価損を計上しました。結果、営業損失は40百万円となる見込みです。また、営業利益の減額に伴い経常損失お
よび当期純損失となる見込みです。   
 以上の理由により、通期連結業績予想を上表のとおり修正いたします。 
 
 なお配当予想につきましては、1株当たり年間配当金2円とする期初発表予想に変更はございません。 
 
（注）平成28年1月29日付「連結子会社の再編（吸収合併ならびに吸収分割）及び連結子会社の商号変更に関するお知ら
せ」ご参照 
 
※本資料に記載されている業績予想に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成27年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 21,500 250 150 50 3.71
今回修正予想(B) 21,110 △40 △120 △280 △20.77
増減額(B-A) △390 △290 △270 △330
増減率(%) △1.8 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成27年3月期）

21,379 72 315 120 8.91

以 上


